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★
支
部
大
会
研
究
発
表
題
目

◎
二
〇
〇
二
年
秋
季
大
会
〔

月
２
日
、

11

於
・
奈
良
教
育
大
学
〕

・
志
賀
直
哉
「
和
解
」
論

そ
の
空
間
を

読
む
䢧
亀
井
千
明
（
甲
南
女
子
大
学
大

学
院
）

・
太
宰
治
『
陰
火
』
論

不
可
解
さ
を
内

在
す
る
女
性
達
䢧
長
原
し
の
ぶ
（
関
西

学
院
大
学
研
究
員
）

・
小
川
国
男
『
悲
し
み
の
港
』

旅
立
て

ぬ
男
、
あ
る
い
は
陸
封
魚
オ
イ
カ
ワ
の

悲
し
み
䢧
石
上

敏
（
大
阪
商
業
大
学
）

・
樋
口
一
葉
「
十
三
夜
」
を
め
ぐ
っ
て
䢧

浅
野

洋
（
近
畿
大
学
）

◎
二
〇
〇
三
年
春
季
大
会
〔
６
月

日
、

14

於
・
同
志
社
大
学
〕

・
一
九
三
〇
年
代<

ハ
イ
カ
イ>

運
動
の
軌

跡

モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
の
周
辺
に
つ
い

て
䢧
西
村
将
洋
（
同
社
大
学
大
学
院
）

・
川
端
康
成
「
青
い
海
黒
い
海
」
論

融

解
す
る
身
体

䢧
河
野
育
子
（
神
戸
女
子

大
学
大
学
院
研
究
生
）

・
国
木
田
独
歩
『
酒
中
日
記
』
論

今
蔵

の
日
記
を
読
む
記
者
の
視
点
に
着
目
し

て

䢧
弥
頭
直
哉
（
関
西
学
院
大
学
大
学

院
研
究
員
）

・
〈
内
部
〉
と
〈
外
部
〉

日
本
近
代
文
学

に
関
す
る
一
素
描

䢧
出
原
隆
俊
（
大
阪

大
学
）

★
支
部
大
会
印
象
記
䢣
２
０
０
３
年
度
春

季
大
会
か
ら
会
員
に
よ
る
印
象
記
を
掲

載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
春
季
大
会
印
象
記

本
年
度
の
春
季
大
会
は
、
六
月
十
四
日

に
同
志
社
大
学
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
た
。

研
究
発
表
は
全
部
で
四
本
で
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
む
内
容
で
あ
っ
た
が
、
私
は
主
に

前
半
の
二
本
に
つ
い
て
若
干
の
印
象
を
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
西
村
将
洋
氏
の
「
一
九
三
〇
年

代
〈
ハ
イ
カ
イ
〉
運
動
の
軌
跡
」
は
、
タ

イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年

代
の
俳
壇
及
び
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
世
界
に

お
け
る
フ
ラ
ン
ス
〈
ハ
イ
カ
イ
〉
の
受
容

の
さ
れ
方
を
克
明
に
分
析
し
、
〈
自
己
〉
を

映
し
出
す
鏡
と
し
て
の
〈
ハ
イ
カ
イ
〉
の

位
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
ず
、
従
来
の
研
究
で
は
十
分

に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
に
焦
点
を
当
て
、

豊
富
な
資
料
に
基
づ
い
て
論
証
し
よ
う
と

す
る
意
欲
的
な
内
容
だ
っ
た
こ
と
が
印
象

に
残
る
。
特
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
の
伝
統

回
帰
と
、
多
文
化
の
重
な
り
合
い
の
上
に

成
立
す
る
日
本
文
化
の
特
質
の
発
見
を
呼

び
起
こ
す
契
機
と
し
て
〈
ハ
イ
カ
イ
〉
が

果
た
し
た
役
割
を
炙
り
出
し
た
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
西
村

氏
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
達
の
意
識
が
、
同

時
代
の
最
先
端
に
あ
る
と
同
時
に
伝
統
に

回
帰
し
て
行
く
志
向
を
も
含
ん
で
い
る
と

述
べ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
が
時
流
と
あ
い

ま
っ
て
結
局
の
と
こ
ろ
い
わ
ゆ
る
民
族
意

識
の
自
覚
と
い
う
方
向
に
収
斂
し
て
行
っ

た
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
と

思
っ
た
。
会
場
か
ら
出
て
い
た
「
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
弱
さ
」
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

質
問
を
視
野
に
入
れ
て
の
さ
ら
に
踏
み
こ

ん
だ
考
察
を
期
待
し
た
い
。

次
に
河
野
育
子
氏
の
「
川
端
康
成
『
青

い
海
黒
い
海
』
䢣
融
解
す
る
身
体
」
は
、

従
来
の
川
端
研
究
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
「
青
い
海
黒
い
海
」
と
い
う
、

初
期
の
あ
る
種
実
験
的
な
作
品
の
分
析
を

通
し
て
、
川
端
に
お
け
る
身
体
の
融
合
あ

る
い
は
身
体
の
拡
大
の
問
題
を
、
万
物
一

如
思
想
と
か
ら
め
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
川
端
作
品
に
特
有
の
浮
遊
感
覚

や
、
作
中
に
客
観
的
時
間
と
主
観
的
時
間

が
混
在
し
て
い
る
こ
と
の
指
摘
な
ど
は
首

肯
で
き
る
が
、
発
表
全
体
を
通
し
て
や
や

説
明
の
不
十
分
な
点
が
目
に
つ
い
た
。
そ

の
た
め
、
個
々
の
問
題
と
問
題
の
間
の
論

理
的
つ
な
が
り
が
も
う
ひ
と
つ
明
瞭
に
見

え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

例
え
ば
、
自
己
の
身
体
を
無
限
に
拡
大
し

た
い
「
私
」
と
そ
れ
を
恐
れ
る
「
私
」
と

の
矛
盾
、
葛
藤
を
克
服
す
る
た
め
に
「
言

葉
」
が
必
要
だ
っ
た
、
と
氏
は
述
べ
ら
れ

た
が
、
言
葉
の
自
立
と
い
う
こ
と
と
自
己

矛
盾
の
克
服
と
い
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
く
る
の
か
に
つ
い
て
は
も
う
少

し
説
明
が
欲
し
か
っ
た
。
ま
た
、
会
場
か

ら
出
て
い
た
同
時
期
の
川
端
の
他
の
作
品

と
の
関
連
や
、
万
物
一
如
思
想
と
「
融
解
」

「
浮
遊
」
の
位
相
の
差
異
に
つ
い
て
も
さ

ら
な
る
考
察
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

後
半
の
二
本
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
評

は
田
中
邦
夫
氏
に
任
せ
る
が
、
最
後
の
出

原
氏
の
発
表
に
つ
い
て
だ
け
一
言
述
べ
れ

ば
、
非
常
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
問
題
提

起
が
な
さ
れ
た
感
が
あ
っ
て
、
あ
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
作
者
や
作
品
の
枠
を
越
え
て

見
え
て
来
る
大
き
な
構
図
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
興
味
深

い
発
見
が
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ス
リ
リ
ン
グ

な
予
感
が
し
た
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

（
梅
本
宣
之
）

本
大
会
で
の
各
研
究
発
表
お
よ
び
そ
の

質
疑
応
答
は
実
り
豊
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

発
表
は
い
ず
れ
も
、
日
本
の
近
代
文
学
に

お
け
る
伝
統
と
近
代
と
の
関
係
に
さ
ま
ざ

ま
な
切
り
口
で
迫
る
も
の
で
あ
り
、
私
は
、

そ
の
多
様
な
方
法
に
強
い
刺
激
を
受
け
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
本
大

会
の
印
象
を
記
し
て
み
た
い
。

西
村
将
洋
氏
「
一
九
三
〇
年
代
〈
ハ
イ

カ
イ
〉
運
動
の
軌
跡
䢣
䢣
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩

人
の
周
辺
に
つ
い
て
䢣
䢣
」
。
こ
の
発
表
は
、

フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
カ
イ
の
日
本
へ
の
影
響

の
内
実
を
、
雑
誌
『
風
流
陣
』
を
中
心
と

す
る
詩
人
た
ち
の
動
向
や
、
春
山
行
夫
・

北
園
克
衛
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
係

り
で
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
書

誌
的
資
料
も
添
付
さ
れ
手
堅
い
発
表
で
あ

っ
た
。
特
に
、
北
園
の
「
鯤
」
に
お
け
る

伝
統
的
思
惟
と
西
洋
的
思
惟
と
の
交
差
が

生
み
出
す
文
化
の
雑
多
性
の
分
析
は
、
説

得
力
が
あ
っ
た
。

河
野
育
子
氏
「
川
端
康
成
『
青
い
海
黒

い
海
』
䢣
䢣
融
解
す
る
身
体
」
。
発
表
は
、

こ
の
作
品
が
生
み
出
す
「
浮
遊
感
」
の
創

作
手
法
を
、
ま
ず
語
彙
や
文
構
造
を
通
し

て
、
つ
い
で
川
端
の
現
実
感
覚
や
宗
教
的

意
識
と
の
繋
が
り
な
ど
を
通
し
て
、
明
ら

か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
作

品
の
イ
メ
ー
ジ
を
扱
う
研
究
は
、
読
み
手

の
主
観
的
要
素
が
深
く
か
か
わ
る
が
、
そ

の
確
か
さ
も
感
じ
ら
れ
た
。
川
端
の
「
万

物
一
如
思
想
」
（
近
代
的
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
）

と
伝
統
的
な
仏
教
的
思
惟
と
の
関
係
（
用

語
と
内
実
の
問
題
）
に
は
多
く
の
示
唆
を

得
た
。

弥
頭
直
哉
氏
「
国
木
田
独
歩
『
酒
中
日

記
』
論
䢣
䢣
今
蔵
の
日
記
を
読
む
記
者
の

視
点
に
着
目
し
て
䢣
䢣
」
。
発
表
は
「
独
歩

の
運
命
観
」
・
「
今
蔵
の
日
記
執
筆
意
図
」

・
「
受
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
運
命
の
直
視
」

に
分
か
れ
る
。
独
歩
の
運
命
観
に
つ
い
て

は
、
明
治
三
〇
年
代
の
窮
迫
し
た
生
活
と

そ
の
人
生
体
験
か
ら
来
る
も
の
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
た
。
質
疑
に
お
い
て
は
、『
河
霧
』

と
の
違
い
や
都
会
で
の
零
落
と
の
関
係
が

問
題
に
さ
れ
、
そ
の
質
疑
応
答
に
お
い
て

も
伝
統
と
近
代
の
関
係
の
解
明
に
深
ま
り

が
あ
っ
た
。
日
記
形
式
と
そ
の
日
記
を
公

開
す
る
記
者
の
眼
と
の
関
係
は
、
こ
の
作

品
の
構
造
を
解
明
す
る
上
で
大
切
な
視
点

で
あ
る
。
氏
は
記
者
の
今
蔵
評
価
に
人
間

と
し
て
の
権
威
の
強
調
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
た
。
大
切
な
視
点
で
あ
る
。
日
記
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形
式
に
内
在
す
る
作
者
（
あ
る
い
は
語
り

手
）
の
視
線
と
の
関
係
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

出
原
隆
俊
氏
「
〈
内
部
〉
と
〈
外
部
〉
䢣
䢣

日
本
近
代
文
学
に
関
す
る
一
素
描
䢣
䢣
」
。

発
表
の
視
点
は
、
作
家
の
枠
を
越
え
て
存

在
す
る
共
通
し
た
要
素
を
考
え
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
氏
に
よ
れ
ば
、
従

来
の
透
谷
研
究
で
は
透
谷
像
の
中
心
に
「
内

部
生
命
論
」
「
一
夕
観
」
「
国
民
」
な
ど
が

キ
イ
ワ
ー
ド
と
し
て
置
か
れ
る
が
、
透
谷

に
は
束
縛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
あ

り
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
観
念
と
し
て
登

場
す
る
の
で
あ
る
。
発
表
で
は
こ
の
よ
う

な
視
点
か
ら
、
近
現
代
の
多
く
の
作
家
の

作
品
に
お
け
る
〈
内
部
〉
と
〈
外
部
〉
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
こ
の
発
表
は
「
ひ

と
つ
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
目
指
さ

な
い
」
も
の
で
あ
り
、
結
論
め
い
た
も
の

は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の

質
疑
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
①
近
代
日

本
の
出
発
の
あ
り
方
と
の
か
か
わ
り
②
日

本
近
代
文
学
の
特
徴
・
自
然
主
義
の
展
開

の
不
十
分
性
と
の
係
わ
り
③
文
学
的
装
置

と
の
か
か
わ
り
、
④
表
現
と
内
実
の
関
係

な
ど
。
こ
の
活
発
な
質
疑
と
そ
れ
に
対
す

る
応
答
は
、
文
学
研
究
の
根
本
に
か
か
わ

り
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

私
自
身
は
、
こ
の
発
表
に
近
代
小
説
の
「
話

型
」
あ
る
い
は
、
発
想
の
構
造
と
い
っ
た

新
分
野
が
拓
か
れ
る
可
能
性
を
感
じ
、
興

深
く
拝
聴
し
た
。

本
大
会
の
発
表
は
、
い
ず
れ
も
近
代
文

学
の
伝
統
と
近
代
の
根
本
に
触
れ
る
も
の

で
あ
り
、
作
品
分
析
の
深
ま
り
と
そ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
多
様
さ
は
会
場
に
強
い
刺
激

を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
田
中
邦
夫
）

★
研
究
会
紹
介
䢣
主
に
関
西
で
行
な
わ
れ

て
い
る
研
究
会
に
つ
い
て
、
以
下
の
項

目
順
で
紹
介
し
ま
す
（
順
不
同
）
。

①
会
の
名
称

②
代
表
者
ま
た
は
事
務
局
等
の
連
絡
先

③
入
会
案
内

④
そ
の
他

①
三
重
近
代
文
学
研
究
会

②
半
田
美
永
研
究
室
、
〒

䢢

伊
勢
市

516

8555

神
田
久
志
本
町
一
七
〇
四
、
皇
學
館
大

学
内
、
℡
〇
五
九
六
䢢
二
二
䢢
六
四
一

〇
③
入
会
は
随
時
。
開
催
は
原
則
と
し
て
七

月
、
十
二
月
の
第
二
土
曜
日
。

④
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

①
近
代
部
会
（
大
阪
国
文
談
話
会
）

②
代
表
者

鳥
井
正
晴
、
事
務
局

相
愛
大

学
人
文
学
部

日
本
文
化
合
同
研
究
室
、

〒

䢢

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
四

559

0033

䢢
四
䢢
一
、
℡
〇
六
䢢
六
六
一
二
䢢
五

九
〇
〇
㈹

③
漱
石
の
作
品
を
、
章
を
追
っ
て
、
丁
寧

に
読
ん
で
い
く
、
輪
読
会
で
す
。

①
文
学
論
を
読
む
会

②
代
表
者

鳥
井
正
晴
、
事
務
局

相
愛
大

学
人
文
学
部

日
本
文
化
合
同
研
究
室
、

〒

䢢

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
四

559

0033

䢢
四
䢢
一
、
℡
〇
六
䢢
六
六
一
二
䢢
五

九
〇
〇
㈹

③
バ
フ
チ
ン
を
、
輪
読
し
ま
す
。
テ
ク
ス

ト

『
バ
フ
チ
ン
言
語
論
入
門
』
（
ミ
ハ

イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
、
桑
野
隆
・
小
林
潔

編
訳
、
せ
り
か
書
房
）

①
島
尾
文
学
研
究
会

②
代
表

高
坂
薫
、
事
務
局

プ
ー
ル
学

院
大
学
西
尾
宣
明
研
究
室
、
〒

䢢
590

0114

堺
市
槙
塚
台
四
䢢
五
䢢
一
、
℡
〇
七
二

䢢
二
九
二
䢢
七
二
〇
一

③
事
務
局
あ
て
、
連
絡
下
さ
い
。
次
回
の

研
究
会
よ
り
ご
案
内
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

④
年
二
回
の
研
究
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
三
月
に
は
奄
美
大
島
・
名

瀬
市
で
第

回
記
念
大
会
を
開
催
し
ま

10

し
た
。

★
会
員
の
業
績

〈
凡
例
〉

著
書
名
䢧
䢧
『

』

論
文
名
䢧
䢧
「

」

掲
載
誌
紙
名
䢧
䢧
『

』

注
記
等
䢧
䢧
（

）

※
著
書
、
論
文
（
そ
の
他
を
含
む
）
の
順

に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
順
に
並
べ
た
。

※
掲
載
誌
紙
の
巻
号
数
は
省
略
し
、
原
則

と
し
て
雑
誌
は
発
行
月
の
み
、
新
聞
は

発
行
月
日
を
記
し
た
。
発
行
月
の
う
ち

４
月
～

月
は
二
〇
〇
二
年
、
１
月
～

12

３
月
は
二
〇
〇
三
年
の
も
の
で
あ
る
。

発
行
月
で
は
な
く
月
号
数
に
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。

※
原
則
と
し
て
雑
誌
の
編
者
名
・
発
行
所

名
は
省
略
し
、
単
行
本
の
編
著
者
名
・

発
行
所
名
等
は
会
員
の
届
出
に
記
載
の

あ
る
も
の
の
み
記
し
た
。

※
著
書
名
・
論
文
名
・
掲
載
誌
紙
名
の
用

字
は
、
原
則
と
し
て
会
員
届
出
の
記
載

に
拠
っ
て
い
る
。

ア
行
の
部

青
木
京
子

○
「
「
角
力
」
論
」
『
太
宰
治
研
究
』
６
月

○
「
『
人
間
失
格
』
の
女
性
像
䢣
『
暗
夜
行

路
』
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
」
『
佛
教

大
学
大
学
院
紀
要
』
３
月

○
「
「
太
宰
治
と
絵
画
」
䢣
『
斜
陽
』
を
中

心
と
し
て
」
『
昭
和
文
学
研
究
』
３
月

乾
口
達
司

○
共
著
『
横
光
利
一
事
典
』
お
う
ふ
う
、

月
10

○
『
花
田
清
輝
論
䢣
吉
本
隆
明
／
戦
争
責

任
／
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
』
柳
原
出
版
、
２

月
岩
見
幸
恵

○
「
猫
楠
・
南
方
熊
楠
の
生
涯
」
「
ヘ
ン
ラ

ヘ
ラ
ヘ
ラ
」
「
妖
怪
画
談
」
「
妖
怪
大
裁

判
」『
水
木
し
げ
る
の
魅
力
』
勉
誠
出
版
、

７
月

○
「
商
人
文
学
」
「
豊
臣
家
の
人
々
」
「
箱

根
の
坂
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

司
馬

遼
太
郎
の
世
界
』
７
月

○
「
永
井
荷
風
『
す
み
だ
川
』
再
考
䢣
演

劇
と
の
関
わ
り
、
新
派
、
歌
舞
伎
、
『
戯

曲
銀
扇
集
』
を
中
心
に
」
『
親
和
国
文
』

月
12

大
石
加
奈
子

○
「
「
活
版
所
」
の
「
平
た
い
函
」
が
示
唆

す
る
テ
ク
ス
ト
の
運
動
性
䢣
『
銀
河
鉄

道
の
夜
』
に
み
る
反
転
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
䢣
」
『
国
際
文
化
学
』
９
月

岡
崎
昌
宏

○
「
辻
邦
生
『
安
土
往
還
記
』
論
䢣｢

孤
独｣

と
、｢

私｣

の｢

崩
壊｣

䢣
」
『
語
文
』
５
月

荻
原
桂
子

○
「
幽
霊
と
い
う
狂
気
䢣
漱
石
『
琴
の
そ

ら
音
』
」
『
九
州
女
子
大
学
紀
要
』
２
月

○
「
森
鷗
外
『
舞
姫
』
序
論
」
『
九
州
女
子

大
学
紀
要
』
９
月

○
口
頭
発
表
「
森
鷗
外
『
舞
姫
』
に
お
け

る
狂
気
の
構
造
」
日
本
文
芸
学
会
（
於

・
帝
塚
山
大
学
）
、
６
月

○
口
頭
発
表
「
日
本
近
代
文
学
の
狂
気
䢣

漱
石
と
藤
村
操
䢣
」
日
本
近
代
文
学
会

九
州
支
部
（
於
・
別
府
大
学
）
、

月
11

奥
野
久
美
子

○
「
「
戯
作
三
昧
」
論
䢣
〈
戯
作
者
〉
と
〈
芸

術
家
〉
䢣
」
『
国
語
国
文
』
４
月

○
「
芥
川
龍
之
介
「
将
軍
」
考
䢣
桃
川
若

燕
の
講
談
本
『
乃
木
大
将
陣
中
珍
談
』

と
の
比
較
䢣
」
『
国
語
国
文
』
３
月

カ
行
の
部

亀
井
千
明

○
「
志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に
て
」
試
論
䢣

〈
私
小
説
〉
〈
心
境
小
説
〉
神
話
の
実
態

に
つ
い
て
䢣
」
『
近
代
文
学
試
論
』

月
12

○
「
志
賀
直
哉
「
剃
刀
」
論
䢣
〈
ア
ン
チ

・
犯
罪
小
説
〉
䢣
」
『
甲
南
女
子
大
学
院

論
集
創
刊
別
文
学
・
文
化
研
究
編
』
３

月
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川
端
俊
英

○
『
『
破
戒
』
と
人
権
』
文
理
閣
、
３
月

○
「
辻
村
乙
末
「
無
花
果
の
村
」
を
読
む

䢣
『
処
女
地
』
同
人
の
小
説
」
『
同
朋
大

学
論
叢
』
６
月

○
「
部
落
問
題
文
芸
研
究
の
現
状
と
課
題
」

『
部
落
問
題
研
究
』
８
月

木
村
小
夜

○
「
「
右
大
臣
実
朝
」
䢣
近
習
と
公
暁
」『
國

文
學
』

月
12

工
藤
哲
夫

○
「
宮
沢
賢
治
の
全
童
話
を
読
む
」
の
内
、

「
「
短
篇
梗
概
」
等
」
」
「
〔
手
紙
一
〕
～

〔
手
紙
三
〕
」
「
〔
手
紙
四
〕
」
『
國
文
學
』

２
月

○
「
永
捨
か
ら
転
捨
へ
䢣
グ
ス
コ
ン
ブ
ド

リ
と
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
䢣
」『
国
語
国
文
』

３
月

倉
西

聡

○
「
伊
藤
整
『
得
能
五
郎
の
生
活
と
意
見
』

の
成
立
」
『
武
庫
川
国
文
』

月
11

○
「
資
料
紹
介

福
永
武
彦
「
『
忘
却
の
河
』

Ｔ
Ｖ
放
送
台
本
に
つ
い
て
の
メ
モ
」
（
仮

題
）
」
『
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
国

語
科
文
集
』
３
月

小
林
幹
也

○
「
『
モ
ナ
コ
小
景
』
論
」『
太
宰
治
研
究
』

６
月サ

行
の
部

斎
藤
理
生

○
「
太
宰
治
『
畜
犬
談
』
論
䢣
方
法
と
し

て
の
〈
笑
い
〉
䢣
」
『
阪
大
近
代
文
学
研

究
』
３
月

清
水
康
次

○
「
『
暗
夜
行
路
』
「
第
三
」
を
読
む
䢣
あ

や
う
さ
を
潜
め
た
好
転
䢣
」
『
京
都
光
華

女
子
大
学
研
究
紀
要
』

月
12

○
「
『
暗
夜
行
路
』
「
第
四
」
を
読
む
䢣
心

と
い
う
不
合
理
な
シ
ス
テ
ム
䢣
」
『
国
語

国
文
』
３
月

真
銅
正
宏

○
共
編
著
『
小
林
天
眠
と
関
西
文
壇
の
形

成
』
和
泉
書
院
、
３
月

○
「
永
井
荷
風
、〈
や
つ
し
〉
の
姿
勢
䢣
『
ふ

ら
ん
す
物
語
』
か
ら
『
四
畳
半
襖
の
下

張
』
ま
で
䢣
」
『
国
文
学
』
７
月

○
研
究
展
望｢

学
会
と
は

研
究
と
は
」

『
「
昭
和
文
学
研
究
』
９
月

○
「
福
永
武
彦
『
草
の
花
』
」
「
椎
名
麟
三

『
美
し
い
女
』
」
安
森
敏
隆
・
吉
海
直
人

・
杉
野
徹
編
『
キ
リ
ス
ト
教
文
学
を
学

ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
９
月

○
「
解
説
湯
浅
克
衛
『
半
島
の
朝
』
」
湯
浅

克
衛
『
半
島
の
朝
』
（
文
化
人
の
見
た
近

代
ア
ジ
ア
３)

ゆ
ま
に
書
房
、
９
月

○
「
解
説
小
松
清
『
仏
印
へ
の
途
』
」
小
松

清
『
仏
印
へ
の
途
』
（
文
化
人
の
見
た
近

代
ア
ジ
ア

)

ゆ
ま
に
書
房
、
９
月

18

○
「
料
理
屋
と
い
う
固
有
名
詞
／
永
井
荷

風
「
冷
笑
」
・
谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」
䢣
食

通
小
説
の
世
界
（
七
）
䢣
」
『
人
文
学
』

月
11

○｢

永
井
荷
風
と
伝
統
芸
能
」
『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』

月
12

○
「
通
俗
小
説
の
偶
然
性
䢣
横
光
利
一
「
純

粋
小
説
論
」
の
偶
然
概
念
を
め
ぐ
っ
て

䢣
」
『
人
文
学
』
３
月

○
「
読
者
と
の
「
腕
く
ら
べ
」
䢣
花
柳
小

説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
䢣
」
『
同
志
社
国
文

学
』
３
月

○
口
頭
発
表
「
交
渉
と
交
雑
の
環
境
䢣
京

・
大
坂
の
文
学
と
義
太
夫
・
地
歌
䢣
」

昭
和
文
学
会
秋
季
大
会
（
於
・
仏
教
大

学
）
、

月
11

タ
行
の
部

高
松
敏
男

○
「
書
誌
づ
く
り
、
こ
の
厄
介
な
も
の
䢣

ニ
ー
チ
ェ
書
誌
作
成
体
験
記
䢣
」
『
文
献

探
索
２
０
０
１
』
７
月

田
中
邦
夫

○
「
『
明
暗
』（
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
場
面
）

と
構
想
メ
モ
と
し
て
の
五
言
絶
句
䢣
作

者
漱
石
の
視
点
と
小
林
・
津
田
の
形
象

䢣
」
『
大
阪
経
大
論
集
』
１
月

○
「
『
明
暗
』
に
お
け
る
小
林
の
造
型
と
七

言
律
詩
䢣
『
明
暗
』
の
創
作
方
法
䢣
」

『
大
阪
経
大
論
集
』
３
月

塚
田
満
江

○
「
自
然
風
土
と
人
間
風
土
䢣
幸
田
文
の

人
と
文
学
」『
日
本
文
学
風
土
学
会
紀
事
』

月
10

外
村

彰

○
『
近
江
の
詩
人

井
上
多
喜
三
郎
』
サ
ン

ラ
イ
ズ
出
版
、

月
12

○
「
井
上
多
喜
三
郎
著
述
年
表
稿
」
『
大
阪

産
業
大
学
論
集
人
文
科
学
編
』
６
月

○
「
『
外
村
繁
書
誌
稿
』
に
つ
い
て
」
『
文

献
探
索
２
０
０
１
』
７
月

○
「
岡
本
か
の
子
『
河
明
り
』
䢣
我
執
か

ら
包
容
へ
䢣
」
『
立
命
館
文
学
』
７
月

○
「
月
刊
『
苑
』
細
目
」『
昭
和
文
学
研
究
』

９
月

○
「
井
上
多
喜
三
郎
書
目
稿
」
『
滋
賀
大
国

文
』
９
月

○
註
釈
「
美
濃
部
達
吉
『
退
官
雑
筆
』
」
」

上
田
博
ほ
か
編
『
随
想
選

サ
フ
ラ
ン

沈
黙
と
思
索
の
世
界
へ
』
嵯
峨
野
書
院
、

月
10

○
「
星
川
清
躬
と
室
生
犀
星
」
『
室
生
犀
星

研
究
』

月
10

○
「
『
月
曜
』
『
春
聯
』
ほ
か
細
目
稿
䢣
井

上
多
喜
三
郎
発
行
誌
総
覧
」
『
大
阪
産
業

大
学
論
集
人
文
科
学
編
』

月
10

○
「
時
代
人
物

森
有
礼
・
新
島
襄
・
植
木

枝
盛
・
河
竹
黙
阿
弥
」
「
演
劇
」
上
田
博

・
滝
本
和
成
編
『
明
治
文
芸
館
Ⅱ
』
嵯

峨
野
書
院
、

月
10

○
「
井
上
多
喜
三
郎
参
考
文
献
目
録
稿
」

『
京
都
学
園
中
学
高
校
論
集
』

月
12

○
「
時
代
に
埋
も
れ
た
田
園
詩
人
」
『
日
本

経
済
新
聞
』
２
月

日
20

○
「
詩
人

井
上
多
喜
三
郎
を
た
ず
ね
て
」

そ
の
１
～
５
『
広
報
あ
づ
ち
』
３
～
７

月

鳥
井
正
晴

○
『
明
暗
評
釈

第
一
巻

第
一
章
～
第
四

十
四
章
』
和
泉
書
院
、
３
月

東
口
昌
央

○
「
高
橋
和
巳
『
邪
宗
門
』
論
䢣
〈
組
織
〉

へ
の
反
措
定
」
栗
原
幸
夫
編
『
文
学
史

を
読
み
か
え
る
６
大
転
換
期

年
代
の

60

光
芒
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
１
月

ナ
行
の
部

中
村
美
子

○
「
「
幻
惑
」
と
し
て
の
読
み
䢣
漱
石
の
『
文

学
論
』
を
手
が
が
り
と
し
て
䢣
」
『
国
文

論
藻
』
（
京
都
女
子
大
学
大
学
院
研
究
科

研
究
紀
要
）
３
月

永
井
敬
子

○
「
「
刺
青
」
論
䢣<

娘>

の<

転
身>

の
物
語

䢣
」
『
日
本
文
藝
研
究
』

月
12

永
栄
啓
伸

○
「
『
芸
談
』
に
見
ら
れ
る
時
代
意
識
䢣
谷

崎
資
料
考
（
三
）
・
逸
文
「
当
道
」
を
添

え
て
」
『
解
釈
』
７
月

○
「
書
簡
に
見
る
谷
崎
潤
一
郎
（
２
）
䢣

昭
和
九
年
・
松
子
と
の
同
棲
発
覚
を
中

心
に
」
『
皇
学
館
論
叢
』

月
10

永
渕
朋
枝

○
『
北
村
透
谷

「
文
学
」
・
恋
愛
・
キ
リ

ス
ト
教
』
和
泉
書
院
、
８
月

○
「
透
谷
の
読
者
䢣
藤
村
『
春
』
が
出
る

ま
で
䢣
」
『
国
語
国
文
』
３
月

生
井
知
子

○
「
志
賀
直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
䢣
そ
の

友
情
の
は
じ
ま
り
を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
文

学
』
４
月

○
「
大
正
六
年
の
志
賀
直
哉
䢣
調
和
的
心

境
と
い
う
神
話
を
め
ぐ
っ
て
䢣
」
『
国
語

と
国
文
学
』

月
10
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西
尾
宣
明

○
共
著
『
芥
川
龍
之
介
大
事
典
』
勉
誠
出

版
、
７
月

○
共
著
『
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
』

樹
書
房
、

月
10

西
村
将
洋

○
「
ポ
エ
ジ
イ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
䢣
モ
ダ

ニ
ス
ト
保
田
與
重
郎
の
肖
像
䢣
」
『
日
本

近
代
文
学
』

月
10

○
「
解
説

長
谷
川
春
子
『
北
支
蒙
疆
戦

線
』
」
竹
松
良
明
監
修
『
文
化
人
の
見
た

近
代
ア
ジ
ア

第
八
巻

北
支
蒙
疆
戦

線
』
ゆ
ま
に
書
房
、
９
月

○
「
解
説

縫
田
栄
四
郎
・
志
賀
重
昂
・

山
岡
光
太
郎
・
笠
間
杲
雄
著
『
波
斯
よ

り
土
耳
古
ま
で
』
」
竹
松
良
明
監
修
『
文

化
人
の
見
た
近
代
ア
ジ
ア

第
二
四
巻

波
斯
よ
り
土
耳
古
ま
で
』
ゆ
ま
に
書

房
、
９
月

○
「
雑
誌
『
コ
ギ
ト
』
と
ド
イ
ツ
文
学
研

究
䢣
新
即
物
主
義
を
起
点
と
し
て
䢣
」

『
社
会
科
学
』
（
同
志
社
大
学
人
文
学
研

究
所
）
１
月

○
「
お
く
霜
」
、
「
『
少
年
文
集
』
所
収
の

作
品
」
、
「
『
よ
し
あ
し
草
』
所
収
の
作

品
」
真
銅
正
宏
・
田
口
道
昭
・
檀
原
み

す
ず
・
増
田
周
子
編
『
小
林
天
眠
と
関

西
文
壇
の
形
成

上
方
文
庫

』
和
泉

26

書
院
、
３
月

西
村
好
子

○
「
寂
し
い
近
代
䢣
『
満
韓
と
こ
ろ

ぐ
』

䢣
」
『
国
文
学
論
叢
』
８
月

信
時
哲
郎

○
「
〔
こ
ら
は
み
な
手
を
引
き
交
へ
て
〕
」

共
著
『
宮
沢
賢
治

文
語
詩
の
森

第

三
集
』
柏
プ
ラ
ー
ノ
、
７
月

○
「
新
刊
紹
介

近
藤
晴
彦
著
『
宮
澤
賢

治
へ
の
接
近
』
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

８
月

○
「
卒
論
を
発
表
し
よ
う
」
共
著
『
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅱ
』
樹
村
房
、

９
月

○
「
宮
澤
賢
治
「
文
語
詩
稿
五
十
篇
」
評

釈
（
４
）
」
『
神
戸
山
手
大
学
紀
要
』
12

月
○
「
カ
フ
ェ
ロ
ジ
ー

i
n

神
戸
」
『
神
戸
山

手
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
』
３
月

ハ
行
の
部

橋
本
寛
之

○
『
都
市
大
阪
○
文
学
の
風
景
』
双
文
社

出
版
、
７
月

半
田
美
永

○
『
佐
藤
春
夫
研
究
』
双
文
社
出
版
、
９

月
○
共
編
『
紀
伊
半
島
近
代
文
学
事
典
䢣
和

歌
山
・
三
重
䢣
』
和
泉
書
院
、

月
12

○
「
森
敦
と
阪
中
正
夫
䢣
小
説
『
玉
菊
』

の
背
景
䢣
」
『
解
釈
』
１
月

○
「
阪
中
正
夫
生
誕
百
周
年
記
念
事
業
に

参
加
し
て
」
『
い
ず
み
通
信
』
７
月

細
江

光

○
「
上
山
草
人
年
譜
稿
（
三
）
䢣
谷
崎
潤

一
郎
と
の
交
友
を
中
心
に
」
『
甲
南
女
子

大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
３
月

○
「
谷
崎
全
集
逸
文
二
篇
」
『
甲
南
国
文
』

３
月

○
「
『
黒
犬
』
に
見
る
多
重
人
格
・
催
眠
・

暗
示
、
そ
し
て
志
賀
の
人
格
の
分
裂
䢣

【
付
録
】
麻
布
老
婆
殺
し
事
件
関
係
資

料
」
『
甲
南
国
文
』
３
月

○
「
名
作
鑑
賞
䢣
森
鷗
外
『
花
子
』
」
『
日

本
文
芸
論
叢
』
和
泉
書
院
、
３
月

マ
行
の
部

増
田
周
子

○
共
編
著
『
小
林
天
眠
と
関
西
文
壇
の
形

成
』
和
泉
書
院
、
３
月

○
「
宇
野
浩
二
の
笑
い
䢣
「
龍
介
の
天
上
」

を
め
ぐ
っ
て
䢣
芥
川
龍
之
介
と
の
関
連

か
ら
䢣
」
『
笑
い
と
創
造

第
三
集
』
勉

誠
出
版
、
２
月

○
「
大
患
期
の
宇
野
浩
二
」
『
大
正
文
学
』

９
月

○
「
宇
野
浩
二
未
発
表
書
簡
・
印
南
寛
宛

二
十
五
通
」
『
国
文
学
』
（
関
西
大
学
）

２
月

○
『
紀
伊
半
島
文
学
事
典
』
（
和
泉
書
院
）

の
項
目
執
筆
、

月
12

三
品
理
絵

○
「
問
い
つ
め
、
引
き
裂
く
花
䢣
泉
鏡
花

「
菊
あ
は
せ
」
論
」
『
論
集
昭
和
期
の
泉

鏡
花
』
お
う
ふ
う
、
５
月

宮
内
淳
子

○
「
遠
近
法
の
壊
し
方
䢣
藤
枝
静
男
の
場

合
䢣
」
『
日
本
文
学
』

月
11

宮
川

康

○
「
日
本
近
代
文
学
の
中
の
ア
ジ
ア
䢣
武

田
麟
太
郎
『
ジ
ャ
ワ
更
紗
』
を
教
材
と

し
て
䢣
」
『
研
究
紀
要
』
（
大
阪
教
育
大

学
教
育
学
部
附
属
高
等
学
校
池
田
校
舎
）

５
月ヤ

行
の
部

屋
木
瑞
穂

○
「
樋
口
一
葉
「
暁
月
夜
」
の
技
法
䢣
古

典
文
芸
復
興
の
機
運
の
な
か
で
䢣
」
『
解

釈
』
４
月

○
「
『
都
の
花
』
に
お
け
る<

閨
秀
小
説>

䢣

女
性
作
家
と
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
䢣
」
『
阪
大

近
代
文
学
研
究
』
３
月

山
本

洋

○
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
夫
人
『
日
本
庭
園
の
花

々
』
（
二
）
」
『
ロ
ー
タ
ス
』
４
月

○
「
一
葉
の
男
性
問
題
（
一
）
」
『
論
集
樋

口
一
葉
Ⅲ
』
お
う
ふ
う
、
９
月

吉
岡
由
紀
彦

〇
「
『
羅
生
門
』
研
究
史
・
続
䢣
三
好
行
雄

の
『
人
間
悪
』
『
存
在
悪
』
䢣
」
『
Ｓ
Ｏ

Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
』
４
月

〇
「
〈
美
的
対
象
〉
に
お
け
る
〈
結
構
〉
と

〈
構
成
〉
と
の
区
別
の
重
要
性
」
『
批
評

理
論
研
究
』
５
月

〇
「
〈
主
題
論
（
テ
ー
マ
批
評
）
〉
の
ア
ポ

リ
ア
䢣
作
品
の
倫
理
的
要
素
を
浮
上
さ

せ
る
『
再
話
』
の
意
義
と
限
界
䢣
」
『
Ｇ

Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
』
８
月
）

吉
川
仁
子

○
「
芥
川
龍
之
介
『
玄
鶴
山
房
』
考
䢣
阪

本
龍
門
文
庫
蔵
自
筆
原
稿
の
検
討
を
通

し
て
䢣
」
『
叙
説
』
（
奈
良
女
子
大
学
）

月
12

ワ
行
の
部

和
田
芳
英

○
『
ロ
シ
ア
文
学
者
昇
曙
夢
＆
芥
川
龍
之

介
論
考
』
和
泉
書
院
、
３
月

○
「
ロ
シ
ア
文
学
者
、
昇
曙
夢
の
ソ
連
観

䢣
昭
和
四
年
の
講
演
資
料
紹
介
䢣
」

『
叢
』
３
月

（
文
責

宮
川

康
）
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